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教育臨床心理実践センター主催 シンポジウム 

「学校でのスクールカウンセラーの効果的な活用と協働  

－「チーム学校」に向けて－ 報告 
 

2月 3日(土)13時 30分～16時 30分、キャ

ンパスプラザ京都 4階・第三講義室において、

指定討論者に山下一夫先生（鳴門教育大学長）、

シンポジストに竹林広司先生（京都府教育委

員会）、長谷川智広先生（京都市教育委員会）、

須﨑貫先生（京都市立洛風中学校長）、長谷川

法子先生（京都府立清明高等学校教諭）をお

迎えし、学校がスクールカウンセラー（以下、

SC）を効果的活用する方法や SCとの協働に向

けて、学校の在り方を考えるシンポジウムを

開催しました。 

本シンポジウムでは京都府教育委員会の竹

林広司先生の行政の視点から学校現場（特に

小学校・中学校）に SCをいかに普及させ、教

師と SCがお互いの専門性を尊重しながらコラ

ボレーションしていくための活路への展望に

関する議題を皮切りに、各々の立場から「チ

ーム学校」という理念を教育現場に根付かせ

るための施策について幅広く議論が行われま

した。   

今や SCは問題を抱えた児童・生徒に対する 

支援は勿論のこと、学校現場での教師へのコ

ンサルテーションを行うことが今後より重要 

 

になってくることが予想されている。理想の

支援体制は生徒・児童が抱える問題を考える

場合、学校という全体の組織の中で「チーム

学校」という協力体制を敷き、多職種の専門

性を担保しながら情報共有を行うことで学校

全体として生徒・児童を支えていくシステム

の構築を目指すべきということが話されまし

た。 

また児童・生徒に対峙する中で不安や困り

感を募らせる教師にカウンセリングを行い、

SCが共に問題と向き合う中でより良い解決策

を見出していく側面も重要で、教師のメンタ

ルヘルス改善にも寄与し、結果的に教師が抱

える問題改善は学校組織の健全化にもつなが

ると話されました。 

京都府・市において不登校児童生徒数が増

加傾向（平成 28年，文部科学省）を辿る中で，

今後より一層 SCの意義と重要性が「チーム学

校」の旗の下に増していくことであろう、と

しめくくられました。 

それぞれの立場からの SCに対する意見・思

いを聞くことができた実り多いシンポジウム

となりました。160名の方に参加頂きました。

 

 

 

 

 

 

 
 

 

左から 山下先生 竹林先生 長谷川先生 須崎先生 長谷川先生 本間先生 



 学校スクールカウンセラーから  －附属幼稚園・附属桃山小学校－ 

 
 附属幼稚園・附属桃山小学校のスクールカウンセラーとして勤務してから丸５年が経ち、2018

年 3月で退職することになりました。現場の先生方にはいろいろとお世話になり、また多くのこ

とを教えていただき、本当に感謝しております。 

 幼稚園・小学校と最大９年間の間、同じ子どもたちに会うことができる環境に身を置けたこと

は、私にとってとても貴重な経験でした。子どもの本来持っている性格や特性はそれほど大きく

変わらないのに、見えている様子や学校という社会に馴染んでいく様子はどんどん変わっていく

ことがとても興味深く、印象に残っています。給食の時間や廊下で時々出会うだけの付き合いで

したが、子どもさんの成長や変化には本当に驚かされました。 

 また、この５年間で保護者の方とお話する機会を多くいただきました。子どもも親も十人十色

で、子育てにおいて誰にでも当てはまる正解はない。どうしたら親子共々安らかに生活していけ

るのか、共に考え、悩む時間でした。そんな中、保護者の変化と子どもの成長がうまくかみ合い、

よい循環が起こってくることがありました。その変化を一緒に喜べる時間は、私にとっても嬉し

いものであり、悩んだり、喜んだりといった感情を共有できる場は、子育て中の保護者を支える

場であったのではないか、と今は考えています。 

これまでの様々な出会い・学びに感謝しております。ありがとうございました。 

(西山智恵子) 

心理教育相談室について 

 
平成 28年度・29年度（1月まで）  相談件数報告  
 

＜相談件数＞ 

   28年度 29年度（1月まで） 

相談件数 83 72 

延べ相談件数 913 797 

 

＜28年度 相談内容＞ 

 

不登校 いじめ 
非行 

しつけ 

学業 

不振 

進路 

適性 

発達の

遅れ 

対人 

関係 

行動 

性格 

情緒 

その他 計 

相談件数 14 1 1 6 1 6 16 25 13 83 

延べ件数 177 1 1 97 26 30 137 242 202 913 

 

個人・家族・学校などの悩みや困った問題について心理的援助を行っています。まずは電話にて，

お気軽にご連絡ください。 

075-644-8824（月曜～金曜，午前 10時～午後 4 時） 
 

教育臨床心理実践センター・スタッフ 

 
専任教員（センター長）教授 本間友巳  非常勤カウンセラー 岩井秀世(月曜） 

兼任教員 教授 森孝宏  教授 内田利広  教授 小松貴弘  准教授 西村佐彩子 

相談補佐員 荒井久美子(月・火曜） 金子真理子(水曜) 與那嶺のどか (木曜） 馬場貴美代(金曜） 


